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カボチャのつるが……（２） 

１年生
ねんせい

では２学期
が っ き

の道徳
どうとく

に「かぼちゃのつる」の 

お話
はなし

があります。なんと、お話どおりになりそう 

なつるが……。お話を読
よ

んでごらん(^-^) 

互
たが

いを尊重
そんちょう

し、みんなが気持ちよく楽しく過ごせる学校を、２学期もつくっていきま

しょう。 

 

さて夏休
なつやす

みです。今
いま

、私
わたし

は短所
たんしょ

も見方
み か た

によっては長所
ちょうしょ

であると言
い

いました。それもあ

りますが、一方
いっぽう

で自分
じ ぶ ん

の欠点
けってん

を自分で直
なお

すように努力
どりょく

することも大切
たいせつ

です。飽
あ

きやすく集
しゅう

中
ちゅう

できないのも長所だと自分を甘
あま

やかすだけではなく、そこでしっかりと自分をおさえ、

集中して学習
がくしゅう

に取
と

り組
く

むことも大切です。夏休みに継続
けいぞく

して取り組んだ成果
せ い か

は、必
かなら

ず後
あと

になってあらわれます。直前
ちょくぜん

に詰
つ

め込
こ

む学習もダメとはいいませんが、すぐに成果とし

てあらわれなくても、本当
ほんとう

の力
ちから

は少
すこ

しずつ時間
じ か ん

をかけて育
そだ

てられるものです。夏休みに

それぞれが頑張
が ん ば

った成果は、自分自身
じ し ん

の力として２学期以降
い こ う

に必ずあらわれてきます。つ

いさぼりたくなる自分の弱
よわ

さともしっかり向
む

き合って、少しずつ着実
ちゃくじつ

に力を蓄
たくわ

える夏に

してほしいと思います。特
とく

に、最
さい

高学年
こうがくねん

である９年生のみんなには、義務
ぎ む

教育
きょういく

の最後
さ い ご

の

夏休みを大切に過ごしてほしいと思います。焦
あせ

らずじっくりと力を蓄え、自分の苦手
に が て

な教
きょう

科
か

や領域
りょういき

が少しでも克服
こくふく

できるよう、心からのエールを送ります。 

 

最後
さ い ご

に二つお願いをします。一つは安全
あんぜん

に過ごすこと。必ず２学期、全員
ぜんいん

元気な姿
すがた

を見

せてください。そのための注意
ちゅうい

は、各学年、学級で聞いていると思います。 

 

二つ目は、本を読むことです。私は、本は別
べつ

の世界
せ か い

への入
い

り口
ぐち

だと思っています。本を読

むことで、本の中の世界に行って冒険
ぼうけん

をしたり人と出会
で あ

ったり、知
し

らないことを知ったり

感動
かんどう

したりすることができます。読み終わって本の中の世界から戻
もど

ってきたとき、自分の

まわりのいろいろなものがこれまでと違
ちが

って見えたり、違って感
かん

じられたりすることがき

っとあると思います。ものの見方
み か た

や 考
かんが

え方
かた

、感じ方を、広
ひろ

げたり深
ふか

めたりすることが人

間として一生
いっしょう

成長
せいちょう

し続
つづ

けていくために必要
ひつよう

なことです。多
おお

くの人との出会いや経験
けいけん

がそ

のために大切になりますが、出会う人の数
かず

や経験には限
かぎ

りがあります。だけど本の中での

出会いや経験には限りはありません。本の中での出会いや経験が自分の未来
み ら い

を決
き

めたり、

ずっと大切にしていきたい考えを与
あた

えてくれたりすることがあります。私もそうでした。

今も私にとって、読書
どくしょ

は大きな楽しみの一つであり、自分を成長させる大切な学習である

と思っています。ちょっとした息抜
い き ぬ

きとしてでもいいです。どんな本でもいいです。是非
ぜ ひ

、

本を手に取
と

ってほしい。素敵
す て き

な１冊
さつ

と出会う夏にしてくれることを願
ねが

っています。 

 

それではみなさん、すてきな夏休みを。２学期、互いにさわやかな笑顔で会いましょう。 

 

HP ｱﾄﾞﾚｽ http://ounansho.sakura.ne.jp/ 

王寺南義務教育学校のキャッチフレーズ『元気なあいさつ 明るい笑顔 楽しい学校』 

『響き合い 触れ合い 磨き合い』 『ありがとうのあふれる学校』 

 

令和４年７月 20日 第 21号 

畠田学舎のみんなへ 

みなさん、義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
がっこう

での１学期
が っ き

が終 了
しゅうりょう

しようとしてします。５年生から９年生までの新
あら

た

なメンバーで過
す

ごした４か月
げつ

あまりでしたが、どうでしたか。それぞれの学年
がくねん

ごとの行事
ぎょうじ

や部活動
ぶかつどう

な

どもおおむね予定
よ て い

どおり終
お

えることができました。５年生の野外
や が い

活動
かつどう

が延期
え ん き

になったことは残念
ざんねん

で

したが、楽
たの

しみが２学期にのびたと考
かんが

えておきましょう。 

 

 ５，６，７年生は、もと王
おう

小
しょう

と南小
なんしょう

のメンバーが出会
で あ

い、新
あたら

しいメンバーでの学校生活
せいかつ

でした。

８，９年生もクラス編成替
へんせいが

えが行
おこな

われ、新しい学級
がっきゅう

でスタートしています。うまく友達
ともだち

関係
かんけい

や人
にん

間
げん

関係はつくれていますか。学校には様々
さまざま

な性格
せいかく

や考え、得意
と く い

不得意
ふ と く い

のある仲間
な か ま

が集
あつ

まっています。

おしゃべり好
ず

きな人、自分
じ ぶ ん

を出
だ

すのが苦手
に が て

な人、積極的
せっきょくてき

な人、控
ひか

えめな人。でも、気持
き も

ちよく一日
いちにち

一

日の学校生活を過
す

ごしたいという願
ねが

いは、みんな同
おな

じです。誰
だれ

もがその人なりに毎日
まいにち

を気持ちよく

過ごすことができる、そんな学級や学校にするためにどうすればいいか。何
なに

より大切
たいせつ

なのは、互
たが

い

を尊重
そんちょう

することです。 

 

「彼
かれ

も人
ひと

なり、我
われ

も人なり」という言葉
こ と ば

があります。「彼（人）にできることは、同じ人間なのだ

から自分にもできないはずがない」という意味
い み

で、努力
どりょく

しようという言葉です。でも、私
わたし

はこの言

葉を、彼も私も同じ人間で、互いにいいところも欠点
けってん

もある。だから彼のいいところを認
みと

めよう、

彼の欠点は、自分にも同じように欠点があるんだからなるべく大目
お お め

に見
み

よう、そんな意味にとらえ

ています。 

それが人を尊重するということだと私は思っています。相手
あ い て

を尊重するためには、相手のよさを

認める。と同時
ど う じ

に相手に欠点があれば、同じように自分も欠点をもつ人間として許
ゆる

せることは許し、

許せないことはきちんと伝
つた

えていく姿勢
し せ い

をもつことが大切です。学級の仲間には、誰にも長所
ちょうしょ

と短
たん

所
しょ

があります。短所ばかりが目に付
つ

くときは、なるべく長所も見るようにしたり、短所が見方
み か た

によ

っては長所になるかもしれないと考えたりする心
こころ

をもてると素敵
す て き

です。自分のことも同じです。短

所は見方によっては長所になります。飽
あ

きっぽいのは好奇心
こうきしん

が旺盛
おうせい

だということですし、優柔不断
ゆうじゅうふだん

な

のは何事
なにごと

にも慎重
しんちょう

だということです。そして、自分にあるよさ、長所をしっかりと自分で認めてあ

げてほしい。自分自身のよさを認め自分を大切にすることが、他者
た し ゃ

を認め他者を大切にする、尊重

することにつながります。 

 

楽しかった１学期。２学
期も心は一つ。 


